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軍政下マラヤにおけるlヨ本語教育  

一日本語教育史におけるその位置付け一  

松永 典子  

は じ め に  

l＝囲湖微下（1別l－d5）の南方11了軌如こぷける日本語散剤こついて帆 それぞれの■㌔  

領地の架構やl！摘施辞の遠い時により，その他栴が常しく異なるJ封こついてl止つとに  

椚摘されてさた（＝h先行研究では，l●体により独立が与えらJl．たフィリピン，ビルマ  

より尭要職略地域として永久確保が企図されていたマラヤ（2】，インドネシアのほうが  

TlこL村ヒが亜力に推適された」L了封l：．t9日5二25：りことが指摘されている。そのl：】本  

化の腔合いはジャワに取って胃え仏「台湾，制肝の吻合と甘適って一歩餌保をfi‖ナた  

［l本化政策がとられたよう」l倉沢，1990：2（）2］だと見られている。これに陛ルては．  

明7‾i防護も「輔プ了．1欄地域でlよマラ1■におけ引‡l本乱文教政儲が最も地底して行わ  

れた」が，「台綺，軌畔で行われたような教育軌訊を導入したIl本化育はマラヤを含郎  

て南方Il摘地域では行われなかった．一［明れ，Ⅰ卿7：3231ことを指摘している。   

華者自身，基本的には明石と同様のスタンスをもってマラヤの［】本群数帝を捉えて  

いるが，円木語教育史のt＝こマラヤの引例を佗檻付けるには，同l刷朋にt二1本の植民地  

拍軌朝帥）で行われ七「風評教育」という名の什本誠教帝や，他の南方占耕地域  

（敬一二化方顕との園怖から特にインドネシア）に上‖Jる円本部数育と比較し．そ山違  

いをより鮮明に提起する必挙があるであろう。本稿では，軍政下マラヤにおける「！本  

訴教育が南方占領地域の小で脾も，「帥I噸電争一酎ヒ（lり3叫二）以降の子潤，朝鮮にお  

ける「国語教育」に近付こうとした位掛こあったと考える視点から，その倣配を検軒  

するためにマラヤの敦帯のどの点が「同記号教育」に．近かったのれ あるいはどの点が  

「国語教育」とl止過っていたのかということむ明らかにしたい。また比較する際，陸  

相甲により3分割支配を受けたインドネシアの中でも．比較的ばとまった腎料が托さ  

れている＝‖という点から，現時点ではジ1・ワとの比較を「†■心に試みたい。   

ここで胃う「国許教育」とは．円本語勢育を口本詔を母語としない外国人に対して  

行う「円本謡＝外国訳」としての教育であると規淀するならば．そういう外国語教育  
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束縛アジア一斑史と文化－・・仙2丁．19抽  

としての視点を持たないものである。具体的には後述するように，日本「帯同」の職  

草庵行のため，もっと厳密に言えば，日本軍の兵力として台河や朝鮮の人々を「内岨■  

と同じ国防体脚Jに軌農するため，「鬼垣l臣民」という位服付けを盾に．それらの人々の  

母語の代わりに日本語を「母君吉＝国語」として強制的に学ばせたことを指している。  

その際「国語教育」で帆「国体」に忠良な「島民」の脅威に教育勅語が「国語」と不  

可分のものとして認識きれていることに注意しなければならない。   

軍政が布かれた相方占領地域において吼l］本譜を現地の人々の母語に取って代え  

るということこそなかったものの，戦争遂行という究極日掛こ向け．民心を草推し住  

民の協力を得るため，あらゆる税関や機会を通じて11本譜が強制された。この日本語  

の強制という点に関しては，他民軋占戦地といこ変わりはないが，軟膏働暦と結び  

付いた「国語散骨」という特徴が植民地の日本新紆酎こ現われたのは■どうしてだろう  

か。この点の遠いについては次の3点が相互に関連し合っていると考えられる。  

①統治形態の速い。概民地では内実舶化して民衆制軋ヒ．他民地t眠を「国民統命J   

の枠組みに組み込む必要性があったい＝ため．「巨体国民」である以上執散を倍弔   

し，甘木語を「国語」とするという図式が成り立った。相方ではあくまで統治形儲   

が占領であり，「大東誰共栄圏」構想のもとに．「大束姫の盟主」としての計本を中   

核にアジアの放である欧米勢力に対抗し，新しいアジアをつくるというの机モi領政   

策の建て前にならぎるを得なかった．従って，南方では「同氏統合」の枠糾みから   

ではなく，日本語普及やt］本文化の寛伝によりー大東亜の盟主」としてのF体をア   

ピールL，規律を露祝した訓育により榊抑的な両からl］本に追従させる懐柔韓が揺   

られた。  

⑳組相即軋葱相川脚の適い。「大東亜職争」下という同じ圃時協力体制でも，植民地   

では労働力とともに兵力確保，南方では資源確保とそれ1こ伴う矧削畑憎が恭一の   

統髄個的であった。両方骨髄側の住民を日本軍の兵力として捕乱するには，戟尚の   

逼迫や労准帝供‖引こよる人鼻不足もあり．時聞的にも十分ではなかったf5）。  

③旧事詰普及の目的の適い。現地での独立部隊を考え樽なかった植民地で帆「鬼軍」   

兵士として支障のないよう現地住民の言語能力を強イヒし．「国体」護持に結び付くよ   

うな精神面の日射ヒを囲る必要があった。その柳紬勺El本化に勅語の精神に根ざし   

た訓育と，日本精神と一体となったr国語」が必嬰とされた。南方では将来的には   

永久確保を目指していた地域はあるにせよ，当耐ま兵力としてより罪故に協力させ   

るだけの必要最小限腔の日本語能力を習得させることのほうが急務であった。   

以上のように上値民地政策，占領方策の遠いにより，それぞれの散骨施恥こおける  
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日本語教育の拉複付けも異なってきたものと恕わ九る。その中でマラヤのーヨ本語教育  

に楯民地の「国訴教肯」に近い性質が乗れてくるの帆ひとえにマラヤ鯨ニヒ化方弟が  

教育政策に投影してのことと考えらjl■るのである。以‾lT，Ⅰ草では枚熊レベル，ll草  

では具体的施策のレベルからマラヤの甘木請敦潮の位i引寸けを背察する。  

J国家政策としての日本評教育  

l植民地政策と日本語教育   

軌鮮で日本評柾偶語」の地紋が与えられたのは191畔の「韓酬F合．一に⊥り，朝  

鮮がl＝l本「帝国」の報土に餌み込まれ七ことを磯に，それまで「口語」と呼ばれてい  

たものが「国語」と訂正されてから，以後「大桐服争」終鮒こ賓るまで3帥lⅢであ  

る。具体的には2腔の教育令が朝鮮の咽語教育。を規定した。l併合」の畢19‖咋の  

「第1次軌群数層令lには「教育ハ教育二間スル制詔ノ旨趣（ママ）ニ塵ヰ忠良ナノレ  

団民ヲ育成スルコトヲ本葬トス」，－‾＝小戦争」勤雅の掛93昨の「第ニ‡次朝鮮教育令J  

にが…同語敦帝ノ徹底ヲ脚シ，以チ出国J刊焉タルノ性格ヲ軸計ヒンコトヲカムペン」  

「教授用語ハ廿本諏ヲ川ウぺシ 」とあり＝‖．現地住艮が「恕良ナル」「皇国臣昆」へ  

軌合される条件として，「教育勅許」と結び付いた個所」としての臥本新習得が〃ち  

出された。さらに19掴ミ3月の「国民学校令」により教育課稗の叶から軌鮮照紬現余  

に姿を消した。】銅2咋5月に始まった国騎鞍及迎軌比191咋8Hに「徴兵制取掛こ伴  

う国語偏川全解迎軌1となり，朝鮮人民を「虫叩」の「忠良ナルJ兵：ととして育成す  

るぺく，「国軌能力の酎ヒがuかられたL掠‖】，欄‖：12＝2札このように「大東  

亜戦争」の拡大激化に伴い，学校数育だけでなく礼金食体に唱ほ綿川」が轍糾さ凡  

ていったのである。   

台湾で肌鮒昨台湾力持体に和布されて以凪5仲にわたって■国訴赦軌が行わ  

れた。台湾統渦動臓L口価溜教育は咽語学軌佃ほ朽伝習所」といった機関により始  

めら札l約畔に公布された「台搾公学校令」で帆「徳教．「架苧」により「同氏タ  

ルノ叶摘ヲ養成シ剛孝二同訓二精通」亡71させることが本旨に糾えられていた．川昨  

の「第1次台特赦骨令－一に批判帥の教育令を模した「教育勅許ノ詩趣二度キ」とい  

う条文が瀾用人れられたが，1922f帥「第2次台湾教育令」の段階でも苧枚教育は「一  

郎台湾人を体制軸こ引き入れるための手段」…としてしか機能していなかった。咽  

語数曹」が祉台数眉を含めた広髄な範軸に広カミるのはI‾満州都変」．「I．＝噸閻」勃凪  

そして「大脚享職争」の拡大淵化という職局にム：和されてのことである。lT体吉だの強  

制が強まったのは，1皿軸lらの志願兵桝庶の実施唱砂苑痢隊」の南方派遣や1945  

丁5   



如弼アジア一風史ヒ文化－1且27．1998  

年からの徴兵制施行決定といった戦時体制の強化と一価此していた．   

以上のように，楢民地において教育勅語が触幹に府えられた「国許教育」が激化さ  

れていくのは統治初期からではなく，拙民地住民の日本間への兵力化という甘茶の戦  

争運行日的に連動したものであることを銘記しておくペきだろう。  

2 占領方策と日本語教育  

川日本語普及とLて始まった日本籍赦書   

中央政府で決定きれた教育政琵は陸軍省を通じて南方署に指示され，さらに南方軍  

が各現地劉こ伝達するという形式をとった。マラヤ教育行政の統括は，陣笠の第25笥  

（途中で第29‡Fに引き触ぐ）軍政部緯耕部（のちに神政監部内政附の文教科によっ  

て行われた。その下部縦縞として各州市（政庁）に教育相が設催され，架際の教育施  

策を施行した。実際に教育施策が始動するのは軍政部絶視剖の申に文教科が殻逆され  

1g42年4月1邑日「小学校再開三間スル件」＝＝が通牒されて以降である。国家（陸海脚  
レベルでの日本語教育への指扇がなかった占領机瀾（lg42．中一1942末）の時点では，  

各占領地で廿独自に日本新教育にあたらぎるを柑なかった。というより，円本の役源  

補給築地としての役割を担った南方占領地において，教育は当初二次的なものでしか  

なく，現地住民の宣撫や占観行政の円滑化のためにlヨ本語普及として進められていっ  

たと見るほうが妥当であろう。   

たとえば，耶政部により小学校の再開が指示されてからしばらくの間，マラヤでは  

軍政部から教育政策らしきものが出された資料は見あたらない。占領地行政の椒幹と  

なっていく「第二十五雉主荘政実施要綱」（1942．4．27．弟25三拝司令耶にすら教育行政  

については何も触れられていない。「教育二鵬スル指示」（1942．10．6，間政監部祁掛  

では「規律節制ヲ旨トスル訓育ヲ施シ…生活二即スル産葦技術ノ指導二重点ヲ醍キ教  

育スル」と，技術教育の成規のみ示されている。軍政横柄が姫うまでのl札各州にお  

ける日本評普及が主に各地瞥偏隊の功績によって進められたというlマライ教育蔀胤  

の記軋川）も組摘的規模の教育行政が立ち遅れたことを裏付けるものであろう。   

（2）マラヤ錬士化方策の投影   

国策レベルで日本評教育への取り組みが見られるのは，果たしてどの時期くらいか  

らであろうか。マラヤ占領当机現地では軍司令官による行き過ぎた鱒二l二宜胃による  

混乱などありはしたものの，「教育二間スル指示」の崎点では被統治民は「脚ノ凪  

と襲現され，日本語教育についての特別な指示もなきれていない。その後「大東蹄政  

略指導大網」（194ユ．5．31，御前会議決定）でマラヤは傭印とともに「蹄団」の帝ニヒと  
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決定されているH＝b「市岡」葡土と決定卓れてからも当分はそれを発賛しないという  

方針により，マラヤは「大東亜共栄圏」内の占領地でありなが瓢．独立国としての扱  

いを保障されなかった。このマラヤ領二I二化力策の投酎汀学校数筒聴前脚新要綱（案L．  

鵬米軍政駐印：l別3～1帥？）によく班れている。この内容がどの程度まで架現さ  

れたかは叫部を除いて明らかではない「松永，19粥二昭一431が，この「曹綱（射」  

ではマラヤ諸民族を将来ー考上嶋鬼国臥にするぺく「鬼国都軌を施し，Iヨ本所教官  

と珊神教育を徹底する方針を打ら出している。   

マラヤ現地に指示計れた回報レベルでの教育政策として確認できるのは南方畢より  

の「軍政総監持前」‖942且7）川瀬カの軍政J：297】と中火政附からの「輔万蘭地域  

こ普及スベ引■体許ノ教育こ関スル件」（1943．モ）．28．閲読諒解郎風以■ド「南方l」木  

蘭教育ガ針」と略す）である。この方針は両方現地の特殊性を考慮したうえで具体策  

を摘示したというものではなかったが，少なくともジャワとマラヤには伝達さ九たこ  

とが確認できる（肌興味掛－のは．この方針についてマラヤでは「l＝休榊神lヨ本文化  

ノ櫻適」「国内諸民族ノ団結強化」と伝わった部分が，ジ1■ワではそれぞれ「日本文化  

ノ浸透」「圏内詣民朋ノ印軌強化」と伝わっている点である（13】．この差は何を意味す  

るのであろうか。ジャワよりマラヤに加1てl＝I本鞘神と［I本訴教育の新び付きが強調  

され，マラヤの報民族を「国1メ哨賦族Jと米記していることから，マラヤを日本の宙  

止と見撤していた統治者の記識の剰1が感じ取れる．な拓 この調l・の申で指示され  

た普及すべき11本語は「先ヅ冊配l満二必要ナ／レrI本軌である。闇杓三川の「南  

耶王政総監部総務刑蔓口蜘」＝揖でも同様の相弔が綾り返されており．現脚i‡民に求め  

られていたのは筒政に協力させるうえでの必要熊低限度の日本新能力であったことが  

窺える。   

また・このあとマラヤではl体禁教蘭朝日ヒの方向性が扱者に打ち＝される。つ放り  

枚府小如、ら南方軍，鶴来畔政鞍部へと通牒された「両方ド休講教育方針」は，「華僑  

二対スル文教施策」律机．：！．燭米馴怖への相通事項）の小で「私学ヲ禁止シ学校こ  

胎テハ支那諏ヲ敦へズ月本訴教育ヲ酎ヒス．と．華僑抑止対節と連動する形で明文化  

きれているロこの施策において華僑を「皇国民タル含ミIにおいて取り扱い，同時に  

日本調教育を鈍化するという方針を叩政監部が持ワていたことと考え合わせてみても，  

配L化方兼と日本酢教育の強化とはある簡で一体化していたとも貰える。   

この日木酢熱帯の酎ヒと批難苛の教授が禁止きれた他に，学校での赦掛H訂抑l】  

本浩一本括になったことを指し，それまで許容されていた言語が排除される方向へ向  

かったことを意味する。この由こついては教育用鮒こ関する項で改めて考察する。  
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ユ 青野政策上の日本缶の位置   

南方占軸地各地では軍政上の必要から占領直後より胃語政領の一環として，日本語  

の普及とともに旧宗主国の偲恕帆影響を払拭するため英語，オランダ語を排除するこ  

とにも力が注がれた。軍政の浬適を期する掲兼帯政監部にとっても，旧法主国イギリ  

スのマラヤ住民に対する思想的影響を排除することはl！摘当初からの蒐大な瓢墟であ  

った。そのため軍政部のあった昭南では，日本無の普及と閏操って英語の軌Lが取り  

沙汰され，かなりの物議をかもしたことが当時の資料からも敵える（】5】。   

昭輌特別市発足当初の教育科長であった篠崎護の記述［徹吼1976：97］に上ると  

Ⅰ942年7月に軍政監部と改称された市政郡は市長宛てで英鞘を禁止し，特別市の公川  

語は凡て日本語を使用するよう遥遠を出した。しかし．これは雷語政策には憤歴を糾  

すぺきであるとの大通茂折口長の反対により遂に沙汰止みとせった。各州も計酪昭摘  

に倣う傾向となり，その後も軍政監部の方針としては英語は敵性語として全廃すると  

いうことだったが．1日英語学枚などでは引き就き使われており，英字新聞も結腸存統  

したし，英票腰止の方針は浸透しなかった。また，フィリピン，インドネシア，ビル  

マでは現地の主嬰言語のひとつを日本語とともに公肘軒と定めた（【6】のに対し．マラヤ  

の場合は，日本語あるいは他の雷語が公用語となされた形跡は公式の文薔等で確認す  

ることはできない。マラヤでも名目上は他の地域同様，「爾方日本語教育力針」で指示  

され・たようにt＝一本許を「大東節の弗適評」にすることが目指されたのである。  

4 民族対策と日本語教育   

多民族社会であるマラヤに山一ては，各民族対策に苦慮したあとがありありと感じ  

られる。應臨班のうえでは．各民族ごとにその宗教や文化は尊前されることになってい  

た（17）。現動こは，どの民族に対しても独立脚気逓を促す漉味でのナショナリズムを華  

舞する政兼は探られず，祖国中国の抗日戦争の一項と見なされた華人を巾心とするマ  

ラヤ共産党・マラヤ人民抗日軍の反抗を最も警戒した。そのため，雅人の監視と抑圧  

にマレー人とインド人を利用するということが行われ，そういった民族分化政策が戦  

後の民族対立にまで尾を引いていることも指摘されている（l机インドネシアで仁＝ヨ本  

語の普及と同時にインドネシア語の普及がはかられたことで，El本棚の意図に関わら  

ず，結果的にそれが戟後の民族統合の契軌こなっていったわけだが，その意味におい  

て，マラヤでは諮民膜を鵬来園民として統合するという意識は占領室i助から働かなか  

ったと嘗えるであろう。としゝうより，準備に対する5．n叩万ドルの「準納金．蘭捌や「鮒  

滑」に見られるように，抗日分子をいかに押さえ．また封王政に協力させるか，という  
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表I事故下マラヤの教書政策の変遷［松丸l粥帖二〟ト右1上り作成  

ぜ政初期〔1942．ヰ～】銅2釆）  中糊（19伯軌～lg44抑  後期（l鋸4＿3－－1945．郎   

研等教育・米案改育の罷視  郵成れ育の蘭化   ∩ノド評教育の範化・研等軟骨の刷新儲化   

ことが雅政執行上姫大の問題であった。それが先に見たように，．l．瀾後期の1咋足ら  

ずの聞（冊d・3～19d疎）とは貰え，華人を「盈国民タル含ミ」に飢ゝて取り扱い，  

同時にl；怖語数軒を鈍化する方針を打ち立てていたことは戦時体制の強化に伴い，拙  

氏他住民を兵州ヒするため■虚聞閏モ」として掛－，l価詰熱帯が酎ヒさJLた植民地  

と同様の動きとして注巨lされる。   

話し文教行政の根本として「l－1本文化への包摂」が説かれているのも，ひとえに文  

化の異なる裾民族を抱えるマラヤならではの相恩点の痴呆である。♯政監邦文教科の  

世良琢掛まrマテイ軟骨琳凧の巾で，世界の歴史を願みても．崩戊族を統治するに  

はその文化を同一化することに文教政策の根本があることを指摘し強調している。マ  

ラヤにおける甘木文化の正伝，日本語の普及掛ユ．皆こうした配慮のもとに卿蛸批  

庶の文化を円本文化の繰にまで引き上げ．彼我－・体たらしめることによって．文化的  

避命を動こし，生死を弛同にする境地にまで班識を自捌こ備成するための当仰の一策  

であると親切しているIrマライ赦称酎軌：咄。いゎば「楠方11本新教育方針・．．でも  

うたわれたrI不文化11本語の普及による諸民族の統率を日躊していたわけである。   

青眼族統率即事段と回されながら，現実にはマラヤの公用郡にもなり柑なかったl三l  

祁酌ま．架たして・「文化統合」の申でどれほどの横陀を無し御たのだろうれ  

11「文化統合＿iにおけるlヨ本語数商   

おおまかに施政に糾った教育政報の経れを押さえると米lのようになる。そJ1月国  

策や戟何に大きく左右される極めて流動的なものであり，これらの方針計受けて教育  

現場での施策は一体どう行われたのだろうか。マラヤにおける甘木語数背は半枚教育  

を■l沌に米価さjLたので．日章で山「文化銃丸のrl応軒項である軍使教育を軸に考  

察する。具体的剰享圧しては初等教育の佼軋教育m乱rl本訴の教授法，教科欝，  

日本語教授の方針と米穀を取り」二げる。  

1 初等教育学榛名  

初等教育の棚斯こ関して，新棟名u当初特に指示きれていなかったために小学校，  
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初等学校．国民軍校，常遥公学校．或いは第一・国民学僧（マレー副，第二国民学校（中  

国系），第三国民学校（インド系）など各州それぞれであった［rマライ教育聯†軌：  

56］。この不統一についてはl鋸3年7月27円の「初等学校ノ名偶及教科日工関スル件」  

において「E】本人子弟ノ教育ヲ目的トシ国民学校令二準拠シテ設ケタルモノニ限り国  

民半枚ノ名柄ヲ用フルモノトス」と規定し，その他の公立普通学校は「常識公芋枚」  

とし，人梯又は用語等による区別を襲示しないこととした［ー占領後二於ケル「マライ」  

ノ初等教育一：厨ト69］。これ札台湾や朝鮮という牌民地の在りプJとはマラヤが明確∬  

区別されていることを証左する史料と言える。というのは，1941年3月の「国民軍棟  

令」により，仁l本本土の小学校が同年4月1日より「国民学校」として閂編成される  

のと期を一にして，台湾の小・公学校は「国民苧倭」に，朝鮮の小学校も同じく「l重1  

民学校」へと一括して名称を変粟させられている（川からである。   

他の南方占帯地の場合はどうか。フィリピンの壕倉はアメリカ色を払拭し，「比劇の  

先覚者および勇将の名に因んだ．J［太一¶．1984：9】名前に改称している点で止りフィ  

リピン的と冒えるし，校名は小学校である。占領当初から永久確保が目論まれていた  

インドネシアの海軍．5領地域伽）では「ノ小串校」として再開されたが．「島民たるに必  

要な資解のれん成に好むること」を巨l横のひとつとして掲げた「野道学制基本要綱」  

（王942＿12．19）発布徒の1943年4月から「公軍使」と改称されている［件藤，19呂3：  

251］。ところが，ジ1・ワでは［l本本土，台乱戦酢と同じ「国民学校」という名称が  

使われている［倉汎19叫：192－1g3］。   

では，なぜジャ・7では「国民学校」と呼ばれたのに，マラヤでは「分掌楳」から「匝l  

民学校」への名称変更は・なかったのか。これについては次のように考えられる。   

r爪吐に於ける文教の概要」の無料で見引取り．「国民学校」の訳語はインドネシア  

詔で国民学校の訳語が与えられており，口本の制度や名称を取り入れた場合にEl本譜  

がそのまま使用された他の事例（隣納，継足，兵輌など）とは区別される。占節‾lごで  

インドネシア語が教育用語，行政和語として採用され，異なる人新聞の共通語にもな  

り，その蚊用が促進された【倉汎1g90：205］抹撞から考えても，ジャワの「国民学  

校」の「国民上の意味は，あくまでインドネシア国民の意味であろう。   

マラヤでは［1本語が公用語，共通言削こならなかった代わりに．他のどの民族の言語  

も公用諷共通語として制定されなかった。民族ごとに推なるナショナリズム対策を  

取った（21）ため，インドネシアのように，ひとつの吉家により諸民族を統合する看板を  

掲げることすら難しかったのである。（インドネシアでもゆくゆくは徐々にそれを日本  

音別こ取って代えようとの若志があったことは，小学校の日本語吾の授共が学年を進むに  

8n  

旭政下マラヤにおりる円本師教育  

表2 初等学校親書樵用におけ五穀＃用鮪の変11卸   

小単位開聞当研   「教育二間スル指示」   「l♯軒教育の聾rヒ  現地釈放育〟肘   

（l餌2．4～）   （l如コ．川－）   （1944．ユヤ）   Ⅲ舶．1一・】   

円本詰十マテ↑請サインド語  FI槽寸マライ語ト（イ・ンド許）  H耳：論＋・現地詰   

菜・オラ・ンダ・革新は補助許  

現地語刹借方針の導入一朝現きjげ   

つれ現地識をしのぎ咽えている［■爪畦に於ける文教の概蟹J：421ことからt）明らか  

である。）かと買って．J摘地である以上．桶属地のように現地住用を甘本国民として  

規定することも矧所以弘坪過ぎて伸らJtた。「亀民」の育成を掛ブた地肌5御吐城にお  

ける小芋僅から「公学校一への名称変更が物許るように．むしろ，「公学校．という位  

配付けがなされていたことは，個氏苧軌への移行裡幣として見るぺきではなかろう  

か。   

マラヤで「国民苧髄」の名称が使われなかったのは，民族刃群が容顔ではなく，そ  

のため首請政拝も極めて曖昧にならぎるを静なかった点と閑適していると月日⊃れる。  

2 教育用臣（教櫻用膀）   

ここで胃う教育用託とは動こ初等教育におけるものを指す．マラヤでは特に教招用  

語の変速が円紛るしかったため米化を試みた懐2参照）。   

マラヤでは1朋畔から1咋妃らずの問とは育え．教授川椚として「」本語だけが探月l  

された。軍政監邦文教科甚だった勝たl弧が記した柑掴年後井頓知儲耳によると，「遊牧  

・（学校数常の）教科押群が虫道教常に統一され，各教科日も横川1本苛を以て教授せ  

らるるようになった細山「畠道教骨」の中身や浸透度が明らかではないが，「体緋だ  

けに上る教授という店は川謝I三以降「良民化．教育のため教育をすべて甘木謂で行う  

ことにした柄民地の鳴命と同じである。しかし，lニー本語だけでは摘等な教授が適法ず  

教育の効果が上がらなかコたことから糊時になると，－腔椀拙していた現地語酎こ⊥  

る教育方針が浮」二してくる（2拓このことは，究極的には‖木語による教育を理想とし  

ながらも，各民族間有の言開を否定することが不可能だったという実情の吐動こ他な  

らない「r一拍後工於ケル■■マライ」ノ桝等散乱：52－5純さ引こ，マライ諦とイン  

ド語〔洗としてタミール訳）だけが日本訂托ともに教掛昭として粗可されていた坤  

動こ札そ止らを使う民族（マレー人，インド人）は惰過され，使わない民族仲人）  

吐逆に抑圧されるという，民放に対する選別・差別の裾鮒Eを半焼での教育用新選足が  
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果たした点に注意を払わなければならない。   

この動こ関して，現地の主要言語のひとつが公用語とされた他の南方地域において  

は，日本憩だけを教育用常きとして選定したという記掛摘められない。インドネシア  

の場合，ジャワや海軍地域では一時的，局所的に日本軸‡教授m崇細ひとつに認定さ  

れたことはあったL石札1gg5：252－253］ようだが，ジャワの学校における正式の教  

授用訴はジャワの地方語とインドネシア詔と定められていた［倉沢，柑90：202」。特  

別公学校ではl］．本譜によることを本則とすると定めた海畔地域にしてむ，できるだけ  

早く日本語だけで敵えたいとする本音とそれを阻む現実との間に諏継があった地温  

1983：273］。つまり．南方占領地が各々卑官詔多民族で柵舶れているという大前提  

の他に，日本語だけを教育用語とするなら，ローかレ教師白身がl］本附こ柄適してい  

なければならないという現実的問題沌あったからである一  

っ 日本語教傾注   

南方．与領地では「両方日本語教育方針」により日本評教授法は学習筍の母評によら  

ない直接法と定められた［石札1995：112］。マラヤでは占紳間もない時制には対訳  

法も使われているが，ローかレ教師が養成されるにつれ，被らにも日本評で教えるこ  

とが求められた。ローカル教脚〕はとんどがせいぜい3カ月か半年の芋軌ひどい場  

合は「きょう学んだ一課を翌朝はオウムがえしに生徒仁読んで聞かせ」（25）るという有  

様であり，「先生と児東との日本評醐コの距離は．話し青葉に関するかぎり．はとんど  

認められない」は6）ということもあった．「当崎の授業を伝える文章で見る限り，「t本  

語の担架はl］本語の授業というより，励譜の授業といった感があ」［松丸1997tl））：川  

り，直接法ヒは育っても，そこに外国人に外国語としての日本語を教えるという視点  

はさほどなかったのではないか，と思われる。というのはマラヤでは砥描法がいかに  

一語教育的に教育効果が届るかという問題よりも，現地の胃薬を介きずに甘木語を通  

じて日本斬れ日本文化を浸透きせるぺきだというイデオロギーのほうが価先されて  

いたと偲われるからである。たとえば．軍政監部国語芋校編一日本読会箭（草稿）J  

（1943．5）の編纂趣旨には．「日本語お而も口本訊こ依って端的に教授し現地人おして  

日本的感動お体得せしめ（ママ）」なければならないとあり，文部省の方針に先んじて  

「恵捷法イデオロギー」［駒込，1990：128］が導入されていることがわかる。また・  

ローかレ教師には教授能力よりも思想的に開魔がない，つまり反Ll・坑口思想を持っ  

ていないことのほうが亜祝されたことからもそれが窺える。   

他の地域について見ると．ジャワでも1943年11月に「トl本譜常及教育安納」が公布  
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され・教授抗は「凡テロ本訴ヲ以テスルコト」と定めらjLたが，「多くの現場で実践さ  

れキのけ咽訂拙」による［J本語教育であった」r軒軋佃7：刷］。フィリピンで円  

本語数育男貞として勤務した謝円長彦によれ仏教樟淡は「いうなれば1名月の剣漕  

工夫によって行なわれた」地肌1997：瑚1。フィリピソ碓枚監部蛮風として日本語  

を数えた福庶約剰止「井部をなるべく使わないJこうにしてrI本部を教えるということ  

だったが▼英語力‡わかる人が多かっ七ので，はとんどは英新を放って説明していた」  

と語っている（2仇口本人教師でさえ必ずしも鮮接法を仕川したわけではなかったわけ  

であるから，ローかレ教師が教鞭を執った小学校では尚更その傾向は荊かったはずで  

ある。つまり・学校数育の教育用禦が口茶話だりにuならなかった地域では甘木許剖  

授法についても酒接法だけでは対処できなかったと見るほうが妥当であろう。その茸  

味で日本評一本櫓の普通教育を一時的にも暴施しセマラヤは．拙民地から中岡大陸，  

そして南方へと営々と引さ継がれて軒た「紅塵法イデオロギー」の艶礼を最も軌く受  

けた地域と貰えるのではあるまいか。  

4 日本譜教科書   

マラヤで使月ほれたた体所教科軌こついては，教科青の散逸，消火により余マラヤ  

を見波した研究がまだ1■分になさ慮tていないというのが現状である。】91昨8川紺  

にJ■南プチ諸地域［体語普及二槻スル件」岬討議決定されてから，軸方向け教科削こつ  

いては文部省において紬纂発行することになったL朝輔紺凱】胴2甘Ⅰ批架惜とし  

ては文郡省にも封王政監緋にも現地での裾繋を光たすだけの教科＃供給能力はなかった  

ようである0現地での雅行部数についての詳細虹附l一的にしかわからない（削割田  

が，現存する教科軌こついて発行者だけを見ると，．∫摘桝州から中潮恨かけてl．土現地  

で多種多様な発行者により教科常・教材難が発行されている。それが．博捜肘掛－）末  

期になると，逆に現地雅行のものは減り，矧廿つ生り文部省で発行されたもののはう  

が多くなっている。現地に現榊－る教科♯は文部省舶慕凝行のものより現地騙簾雅行  

のものが上巨脚他に多く，軍政監部による慢性的教科斬こ足の記述［－マライ教育調胤：  

即一叫からしても、文部省版はt摘後脚は軸こ，数の上ではそれほど行き腫らなかっ  

たものと思われるI2恥また，教科＃不足を補うため匝促国訴教科昔がそのま渡使mさ  

れ吏例もありt軋現地附こしても国定教科苦からの遥り抜き，蕎き換えが多く，教科  

衡対熊としての全体的統制は撫きに等しいと言ったほうがよかろう。  

日日不語教科1名   

マラヤで使用されたと思われるlヨ本語数科寄和こついて見ると，文部省編纂照行の  
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そしてマラヤの人々にとって併託比おろか公用語でもない11ニ怖を「周乱と胃って  

伸らない点であろう。   

この咽評価本」とーエ楽日本驚読札については清水知子の詳細な分析【潤水，  

19別：1】5］がある．洒水によると，咽譜読本。の国家主義他市国主義的内容の殊  

には「ヒl本国内で編寒された教科瞥からの引用がな」く，「東洋人全体が家族となって  

新しいアジアを作ろう」という「大東亜帝国主義イデオnギー」は見られるが，それ  

はI三l本周内や摘民地に向けられた「島民化イデオロギー＿■とは性質の異なるものであ  

る。言い換えれば・マラヤの人々に対しては「東洋人としての同胞意軌を強調して  

おり－それは日本人仙ナの「天皇制と国体観念を中核とする」イデオUギーとは異な  

るため，l二l本国明で編纂された教材が班Ⅲ不町能だったというのである。確かに一再  

地」教材と確名を同じくす為「匝慨昭力」（巷3に所収）が「間寵教和郎こあるー呈：疲  

の万歳」「方位一系の天嘉」「l喜帆等の謡彙を全く含まず，独自に「アジアわひとつ」  

という思想を削1」r緒心性洞：l叫している点からも，その摘摘甘露当なもので  

あろう。一プJrユニ柴I二I本苛読本一のはう札巽業三相に徹するだけでイデオ日中ー的  

な性質は盛り込まれていない。   

付け加えれば．甘本訴を咽語」と貰い換えて何らない由こは，個体」やl＝体欄神  

と■体となった「国訴イデオロギーJの影響を見ることができる。「亡司誹イデオロギー」  

と甘・国内外一如の方針のもとに剛三なl」本諦を教えるべきだという咽新．推逓派  

の意見に引きずられるものであったことに旺潰したい。このこと出1本籍が叩瞳」  
としての性格を強く僻びるょうになっていったということでもあった［松永1凹祐l）二  

仁一9】し，l伸咋以降F体詔教育が強化さjLる下地ともなっていった。   

ただし・マラヤではl」本譜教科薗の編纂趣旨にも．1‡I本人化や「盟民化」という嚢  

卿規られず，「l卦体」という百薬も明文化はされていない由こ注意しなければならな  

いpこの舶、らも「同・語イデかJギー」とは言っても，憾氏化」を剛削ノた植民地の  
「同語散乱とは堪な勺，マラヤ性民に日本への榊帥的戦時協プJ体制をつくらせるた  

めに仁l本榊神の権化とも胃うぺき咽語」世持ち川したのでuないか。前述の咽語  

の封」の巾こも，■■アジアお平和にするのわ．国語のブノであり」「同語の力わ，新しい  

アジアおつくります」とあり・「大束雅帝桓ほ三毛イデオロギー」の一・嘩としてが国乳  

母護だということがわかる。   

川底部首蠣纂教科書，ジャワ軍政監部撼■教科書との比較   

用眉年の時点で作成されていた硝方向け教科軌出）（以‾lこ「南方版」と晒す）と，仲＝  

和一ら1銅昨にかけて文部省で編纂されたr学習仁体語マライ席＝，2，3J似下「マ  

月5   
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表3 軍政監邸が儀屑・配布Lた赦科暮 r吸峠月報一の記凛より作成 ♯空欄lこついては記述なし  

教科書名   部 数   備   考   戦時月報記載昨月11   

円本顆読本巻－   発音式仮名遣い  

日本語ヨ読本巷二  

甘軒酢読本竜三  印刷中  

ショウカノホン   瑞光，スマトラに配和   

円本語配本巻一   7Q．00U部   〟   1943．4．19現在   

［】♯語釈本巻ニ   5n，口00部   上943．4．19現在   

成人用日本語教本巷－  2n．口00部  各州神政庁その他に配布  t943．1D．31   

ショウカノホン杏－  川．1川0群   〃   Ⅰ943．川．31   

成人用l〕本語数本巻＝  20．Obn群  各州市政庁その他に配和  1別：ミ．1l．3t）   

ものには年次を問わずすべて「l三l本乱という名称がついているが，1942咋度に発行  

された賽政監部発行のものは咽講説本署山－≡」（肌咽語閥誹机であり，「匹廠・  

の名を冠している。それ以降の罪政監部の記掛こはr日本藷訊本－～三一［ー掛時円  

軌】，ー［休憩教本－．二、三▲rニッポンゴトクホンマギー，マキニー【rマライ教育  

通勤：5］とあり，唱恩」からl］本語への名称の変更が見られる。鮎昨にー同語  

副読本一を編纂した耶南特別禰教育科でも，1945年にー工業日本語読本」を編纂僕行  

している。これは，軍政監部国語学校（1942年＝月～194畔2月）が軍政監郡から哨  

商特別硝へ管轄が移ったことを掛こ「昭面特別叩クイーンストリート甘木語教習弼」  

と名称変更している事架とも突き合わせて考えると非常に興味澤い。名称の変化から  

貰えば，教育の全体的光れは「国語」から巨体恩へと変わったことになる○  

用教利書のイデオロギー性   

このように日本語を「国語」と規定した根底には，どのようなイデオロギーが込め  

られていたのだろうか。r匝儲読札の揃事趣旨には，指導者に対して咽詐欺青木来  

の使命」を全うするようにとあり，一見植民地と同様の咽語数乱が日掛されたよ  

うな感を受ける。内容的にも国定教科♯や植民地向けの教科筆力、らの引用教材の幾つ  

かが巨ほ引くため，従来「皇国思想」や植民地イデオロギー偶民族を「温田位民」  

化するために政治的意図を持って礁能するイデオロギー）との結び付きのみ戦調され  

て望た牒があるほ＝。しかし，実際には直塵的な天鬼制イデオロギー（「牌体」ヒ軒び  

付いた天皇崇拝を絶対価牌として軋要するイデオロギー）を注入する教材は天魔を補  

えた「大日本」という散村ぐらいである。【臼偲になるのは朝鮮や台湾で編纂され七教  

科軌こある咽語の家」や「君が代少年」が引用（共に巻2に所即されている点・  

糾  
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ライ版」と略す）を見てみよう（ユ恥「南方版．1では思想的な内容よりも旧館会話をュ  

とした初歩的日本語を習得させ，同時に円本に対する理解と「大東亜民族としての自  

覚」を促すことに主眼が置かれていると思われる。編集方針にも，「音声青語の教授．  

訓拙を基礎とし，漸次正硫なる文字言語の習掛こ頚らしめる」「身辺事物，円常生活の  

雷袈に習熟せしめ進んで円本精神の理解に至らしめる」「日本調帆E憐榊神の押創マ  

マ）に導くと共に大東亜民放としての自覚及団結を育成せしむる」と配されてある。  

「マライ版」のほうは「南方版」の後に学習することが想定されたーい級m散解散材と  

いった趣が強い。内容的に払戦局の懲イヒに伴い戦時色が色濃く反映古れており，「私  

たち大東亜の人人は，かたく手をにぎりあひ，－・ヒlも早く，東洋人のための東洋をう  

ちたてなければなりません」というように，大東亜の一致間紙が強調されている点が  

特徴的である。   

南方占帯地の日本語教科蕾の中で．現在までに唯一復刻されたジ1・17の例を見てみ  

ょう。ジャワ軍政監部綴慕のFl本語数科♯の書名はrニッポンゴJである。啓一†から  

蕃四（竜一，ニは1942年（けl完成）のうち，巷四を除き全般にわたって対訳付きであ  

る。国定国籍教科割こ準じたという竜三，匹t（194昨刊和のうち、特に巷円に国家  

主我的，軍国主義的色彩が強い。ただし，登場人物はほとんど日本人であり，直接的  

に「天皇制イデオロギー」を注入するというより，本文中にある「これからしっかり  

手をつないで行くロボ」という袈現からも，日本や日本人を理解させ，n本の威容を  

誇るための文化京伝という感が強い。また，雌民地教材や「大東肘抒国王親イデオロ  

ギー」を訴える教材，「国許イデオロギー」を鼓吹する教材がほとんど無く．その意味  

でイデオロギー性はマラヤの咽帝読本」とは全く異なる。文部省の南プ了諦地域川日  

本新教科用図嘗に準拠して戦争米酢こ編纂されたrイッ′でンヨウニツボンゴ一に至る  

と，イデオロギー性はほとんど見られない。インドネシア語訳がついている他，文型  

や新別語彙の提示など，語学教育としてのあらゆる配慮がなされている点が閂を引く。  

宙接法の採用にしても，「日本顧を戟へるには．学習者の母語によらず日本語のみを用  

ひるのが適切な方法である」という語学教育的見地が明確に示されている。歴史的仮  

名遣いである点を除けば，今日でも十分適用する内容と貰えよう。   

三者のイデオロギー性をまとめると，次のことが言えるであろう。  

①馬米軍政監郡編儒のものに帆占静M胡頃までは什本をアジアの盟∃三とする「大塊   

蔀帝国主義イデオロギー」が見られた。教科書の名称や教材に使用されている咽   

語」という表現にも，現地住民を精神的に1］本化するための装荘として「国語」を   

強要しようとした意図が認められる。そこに日本精神と試び付いた「同語イデオロ  

縄  

軍政下マラ1・に別ナる口本倍数帯   

ギー」の影響を‾l甘受けていたことが確認できる。マラヤの「国許イデオロギー」   

が「畠尉ヒ」を促進するために機能した■什本本土や楠民地の「同語イデオロギー」   

と輿なる瓜は，ここでの「国語」の意味が「大栄而共栄圏」を指導する酎三として   

の円本の力を誇示する退貞立てとして位用され七点においてである。  

②文部省編纂の教科膏には当初より「大東傭の典適詔．としての】二l本譜という視点が   

t田碓であり，思想的にもー賞して大兼職の一致団結が郵調されている。  

③ジャワ輝政監部編纂のものに帆】！刷Fに刊行されたものに巨体亜僻や「】本文化電   

伝の意味での国衆主敵軍国主義は見られるが，他にはマラヤのょうな「大東亜領   

国三l三池イデオロギー」や「偶語イデカーコギー」を強要しょうとする教材ははとんど   

見られない。  

5 日本語数轢の方針と実惇   

甘木国内での円本語数育方針が砕諒したことを受けて，方針他にはマラヤでのl］木  

簡教育の流れが194昨捷判読吼文部省方針へと向かったことが見てとれる。たとえ  

ば仮名追いについて見ると，1訓昨末から仮名遺し1■表記が現地即応式（範子号式仮名  

遭い）から文部省方式（歴史的仮名遇い）へ移行している。筆者の手元にある教科曹  

の■11では，畢政監部国語学櫻緬のむの（1射昔年7月～194ニi咋5月発行）はばとんど発  

育式仮名迷いが揺られ．その他は歴史的偵名遇いと一様ではない。潮目咋以降に発行  

された現地編纂教科盲は多くないが，占領末期＝鋸昨）に編＃発行された鳥居次打  

著ーエ削体熟談机では歴史的仮名遣いが採桐されている【酒水，】粥川：】n5］n勝  

昌弘によれば，「当初軍政監郡で温帯したt：I本譜の教榊削乱総て発音過りの仮名過で綴  

られたものであったが，昨咋珠三‖別：嘩珠二筆者注）から之が酵正なる仮名過に改め  

られ」・1944年後半の時点で斬政監部垢帯申のものlユ「文部省から指示された南方地域  

向lヨ本語数木の楠本に畔拠したもの．頼相とある。このことからも，仮名遣いの文部省  

路線への移行IJ確実なものと見て良かろう。このような移行捕龍山ジャワでも揺られ  

たようだが・他の南方占領地域でも採られたかどうかについてはまだ研究が進んでい  

ない。   

しかし，このような文部省精練への移行は，l朗3年架からの仮名遇いの変更と伽．1  

咋二＝こJからのr≡l本譜教育の強化プ招1・仙勘ま唱語教育」を目指すもの）に乗れたに  

すぎす・1銅昨から現地掛こよる教育を取り入れるなど首尾一帯したものではない。  

「匡胤・という青葉が政利襟名として睦用され窄のもー疇的なもので．拍伯年債坤以  

吼11本語と経き換えられている。前述したように，円本禁教料簡の内科こ乗れたイ  

即  
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デオロギー性の遇いかち言っても，そこに柄民地で行われた「国語教育」と同じ意味  

合l】を見い出そうとすること自体に無理が生じてくることになる。   

マラヤ各州で架施された日本語教授の尖際にしても，それこそ各々の実情に即した  

もので，現地即応式と呼ぶほうがふさわしいであろう。そもそも，小学校の名称にし  

ろカリキュラムや教科書にしろ，教育施策のどれを取っても軍政監邦に全マラヤを統  

制できる故能はなかったし松永，1996：39－53】。いきおい，各州のl：体詔普及の度合  

いもまちまちとなった。たとえば，第25軍司令部宣伝班による日本語普及運動（1942  

年6月）から約1年後にマラヤの日本語普及を視察した皆川三郎によると，「正規の日  

本語教育よりも兵隊相手の商売の方が先だった為に」「咄掛こ放ける日本語は甚だ粗愁  

である」が，「ペナンはマライに於てIヨ本詔が最もよく普及してゐる（3封」。   

民族ごとの対策が異なった動こは多少触れたが，反「l教育を書戒して華語学校の門  

開は抑制した反面，準備に対しては日本語を準掛こ取って代えようとする貰訊が特に  

強く働いたようである。それは，戦略的韮要腔とも相快って，昭南やペナンといった  

準備の多い地域で日本語，lヨ本化の強制の度合いが疎かったことと無関儲ではあるま  

い。占節直後の昭南で軍司令郡宣伝班戯として括措したLI■鳥健親や神保光太郎は，マ  

ラヤ・スマトラ地区の住民が皇国民に加えられたことを前歴に，マラヤの人々に対し  

て「新しき国民」とか「点き日本人たれ」と呼び掛けた。ペナンでは，他州に比べて  

初等教育のカリヰユラムの中でも日本語の教授時間が各学年過15時間と償も多く【r【Ii  

備後二於ケル「マライ」ノ初等教軌：50コ．他教科に比べに【本詔のウエートが∃酎ゝ。  

これは「初等苧校ノ名称放歌科目二闘スル†！ト」（1943．7．27）で叩政監部が指示したl；一  

本語の授業暗数（軽口1時間以上，従って過6崎間以＿H と比較しても二倍以上の時  

間である。ペナンの場合，他州より特に巨体話者及旺力を入れた努力が前述の愕川の  

報盟にあるような成果に結び付いたのだと育えよう。   

また日本化の強制という点については．1射3年9月当時，ペナン臨時教員養成所で  

は「天鬼陛下の赤子」であり，「りっばな日本国民」になるという誓いの復唱が訓練生  

に対して義務付けられていた（鋤。19d4咋4月より措来」二級師範学校で教鞭を執った  

佐々木輝久の回想によれば，「日本文化．日本精神についての訓育は州立師範ではやっ  

ていたようだが，必ずしも強制ではなかった。当時日本軍では独立はおおっぴらには  

貰わなかったが，私は敦宴内で大いにこれを説き，学生の共感を待た」とのことであ  

る（37J。1g43年の裡半ごろベラ州師範学校へ配属された沢山シゲは，「上層部が何を考  

えていたかは知らないが，教師と生徒という関係は日本国内においてもマテ■ヤにおい  

ても同じで．El本の子供と同じように心身共に強く鍛えようという，そういう教育し  

鮎  

平此ドマラヤにおける什本譜教育  

かやらなかった。また・同じ東洋人だから，お互いに手を取り命って百分の国をしっ  

かり確立させ上うという意識が裁かった」と后偲している伽）。   

戦局の推移や各自が僅かれていた立執こもよるだろうが，r日本語普及と仇改治的な  

什軋（39）であるとして，訝字数宥に止まらず天皇への忠誠まで強要するか．教育者と  

して現地の班祉明育成を考えるか，教育現場での対応はそれこそ様々であったことが  

窺える。  

お わ り に   

マラヤの場合，教育政策的に吼小芋棟の西聞が始まり「教育二槻スル指示」が出  

された育箭姉別（】銅2■ト1別2米）に批判等教育を適してのl；価諏普及と実業教育  

が鵠祝され中期仙Ⅰ3桝～Ⅰ佃抑にはローかレ教師と指祷者の育成・門教育を目  

的とした錬成教育における精神訓練とタイアップしたl・休訣訓鰍こ力点力哨った。マ  

ラヤがt■一本の敵l二と決定され・永久確恥咽論まれていたこと，概舶囁プ雌榊i畦  

入り・t」本軌句でも本格的な「l木酢教育朋紬†鯉てられ七ことを劉ナて＝捕後納の  

194仲3‖から咋足らずの間口不評教育を酎ヒし，初等教育を刷新酎ヒする方向へ  

修正が試みられ結しかし，性急なl・体調一辺倒の雷語政傑が功を寒さなかったとこ  

ろから・戦局の懲化もあり，l射5年になると宇和紬非を糾lし，現地捌こよる教育を  

取り入れる方向へ転じた。   

マテ・lⅥl三体語数骨を日本評教育史わ叫に悦削・けると，府民地と同じ←国語鮒軌  

を目指していた急進的靭きは－・部見られるが，それは「教育肋瓢を下敷きにしたも  

のでむなく・「勅語の旨趣」に基づくとされた拙民地の咽語数甘」とは性質の損なる  

ものであった血封王政監剖で絵書きれた教科智者やn本部学校の柁如こも「国語」（【摘  

掛川から糊3年頃まで）から「体頸（l別件以降）への移行が見られる。   

しかし・■摘級別の一時肌他の南方占葡地域より明確に文部省の「輔方11本語教  

育方針→の影響を受けたことが碓詑できる。この文部省路線は，即三な甘木譜を普及  

しようとする咽顆イデカロギー」に封じ込められたむのであり，歴史的仮名遣いの  

採用など・学校教育の内容を「匝暦敢軌に変えていし土台となるものでもあった。  

また・マラヤは・帖民地の鴨儒教軌から占敵地の仁借款教育へと常々と引き継が  

れてきた「泄接泣イデオロギー」の影響を碑石占領地域の小で僻も強く受けた地域と  

雷えよう。さらに・南方【畑地の小で唯一¶本諒甘附こよる学校数育を－僻的にも架  

推し・「国語」という名称を教科書名や学校名に蚊印して慣らなかった時期さえあっ  

た。「公学軌という小学校の呼称も，「匝儲教育」へと向かうひとつの準備段階の椚  

脚   
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磋であったとも捉えられる。その苦味で，マラヤのFl本語数育は，南方占領地域の巾  

で最も植民地の「国語教育」に近付こうとした位酎こあったと言える。言い換えれば，  

特に1944年の戦時体制強化の時期に，榊神的に日本への帰願を強制する度食いが他の  

南方地域より強かったのであり，暇局の憩化が無ければ．1945年以降もこの「国語壬教  

育」路線はもっと強硬に推し進められたであろう。   

雷詔政策の衝から言えば，マラヤの日本語は「国語」でも公J澗でもない曖昧な壮  

磁にありながら，「大栗諏の弗適詔」として諸民族の文化を日本語という貰訴によって  

ひとつに統率するという使命を担い．ついに共通語にも成り綽なかった。l‘l本に上り  

独立が供与された，あるいほ独立が約束されていた他の南方占領地域（インドネシア  

の独立「許容」は柑44iF9月小磯即甜爛により湘引と比べ．マラヤ領土化ソJ節に  

靭帯きれ，El本冊神と一体化した「国許イデオロギー」に深く蝕まれていた点にマラ  

ヤの日本語教育を規定する要田があったと習えよう．   

以＿1二のように，占領地マラヤの日本評教育の串例を見てくると，それがいかに‖本  

の峨争遂行という政治目的に翻弄され．それと歩みを共にしてきたものかがよくわか  

る。 つまり「尭重囲防資源の急速獲得」という商プJ軍政目標の前には．当初二次的な  

ものでしかなかった日本評普及が戦時体制の酎ヒ，マラヤの「帝臥敵lニヘの編入決  

定といった戦局の変化により，マラヤ住民の「畠園田民化」の動きとともに，学校で  

の教育用語を日本語だけにするという日本語教育の強化という方向に変化した。いわ  

ば，l］本譜がひとつの教科目の枠を越え．マラヤの人々の鞘割こ取って代ろうとした  

教育体制の変化のrt－1にそれはよく体現されている。この点で「E】小戦争」勃発以後，  

現地住民を「鬼謀」兵士として兵力化するため，唱民化」という名のもとに一国解散  

育」を強硬に推し進めた抽民地の戦時体制下の状態といささか非適した面があるひ遇  

うのは，マラヤでは性急な円木語一本槍の教授体制に無理があったこと，現地住民を  

日本国民として統合することが実質的（領土化）にも，名目上（「皇国にを民化」）でも  

困難であり，日本語教育と教育勅語の結び付きがないという点である。   

据後に，領土化「皇国臣民化」の動きもありながら，柄民地の「国語教育」との朝Ⅰ  

に差異を生じた要田を挙げれば，民族ごとに異なるナショナリズム対策をとってきた  

ことが，「皇軍」兵士としての兵力化を目論む「国民統令」の動きとは相容れなかった  

という，複維な構造が背景に横たわっていたことが考えられる。貫い抱えれば，民族  

分化政策と日本語・日本文化による誅民族の統率という日本語教育の目的とは相矛盾  

するものであり，その日的を相互に追求していけば，帆船をきたすことけ必定であっ  

た。この点の解明には民族分イヒ政策と兵力化構想との関わりを詳しく考烈していくこ  

gq  

市政■Fマラヤにおけ五日本譜教官  

とが必要だと雷えそうだが，それについては今後の課題とし，旭綿に諸口たい。  

托   

＝）ー文附胤19占d二闘札［木札川即：】d6】．抑I＝，伽5：2引L［松丸1g9G：  

32－33］。  

（2）什本署放下の行政区画では，マラヤという場合、シンガポー叫当時桝楠特別姉）  

とマレーJl鳩の】1州げヨホール，ヌグリスンビラン，マラッカ．セランゴール，バ  

ハン・ベラ・ペナン・ケダ．トレンガヌ，ケランタン．プルリス）が含まれる。但し，  

北謂‖州はⅠ別姉t川l町■にタイ国へ密談されており，軍政の途中で‖水軍の管轄晒  

域は多少軌、され美ことになるド酎了の軍軌：lB7，4咄。  

（ニり r爪舶こ於ける文教の概況」を指す。   

‖」駒込武は植民地でのt体人への∫同化」という摺念は，差別をおおいかけための  

姓て軌こすぎなかったことを指摘している胸込，Ⅰ里沌二357】。雅者自身，南方山神  

他のト：挿話教育を「同化」や「亜且化」といった既成の概念に当てはめて検討するこ  

とにJ＝り，肺民地と■畑地の軟骨の適い，南方和也域の丁場の遇いがさらに見えにく  

くなっていることl・咽めるp旧し「同化判捻の検討剛本についてほ本輪の射規では  

履いので取り扱わない。  

（5）馴帥三民の戦力化についてu「f醜的二は民ヲ璃卿開乱肺シ以テⅤ常時二於テハ  

牲席ノ朝舗二資シ敵ノ光攻二刀リテハ塵畢二組カシ政然トシテ敢二当ルノ体力ト気道   

トヲ末光セシノ雛クコト肝要ナリ」い醐．：1，「削珊軍政総監部緑井那良口折壁首J  

とあり・Ⅶ軋に協力する意味での兵力化が相恩されていたことがJJかる。マラヤに  

おし、て軋「外かち来削‾る敵に対して馬栗を1抑臥するた郎こマレー人を三iミとした鶉  

典弘「地ソi（軌ヒ）の防衛・治管髄持に托・ぜしむる」ために誰鶉陳が舶成さ」Lていた  

が，什掛買分に髄鞘が生じ，途小から一乗勇附J之を11本の細先陣の件捌こ変更し」  

た。しかし・「すでに一卜酔フJの削沌恍川L＝・ジャ ワの如く大部隊銅山管することu  

不可能の状胤でもあった「脇机…51。  

（6）l卿J・19刑二lけ一Ⅰ2皿普通教育を施すペき学校熱庁での赦掛目焉附描掛こなっ  

たということ牲・軌鮮での■」本論激育が「同郡教軌と呼げれる大きな所以であり，  

特記すべさことである。  

（7）帖組側j＝錮一札以・F・近藤純子の記述を参考にまとめた。   

＝‖ 捷嵐l肌：札朗抽．「第2次台湾那綿。1瓶・■同化」が叫ばれる輯らで  

か湾人に対し・ll♯訴酎jによる選別が行われたことを指摘している。  

（9）「小学校朽甜二間スル件▼Iの詳細匠ついてはrrJi寺軸二於ケル「マライ」ノ初等敦  

甘J：57－591。  

（10）［rマライ教育群胤：70，汎97．川2，】吼誓鮨陳が各州のl一体謝辞故に帯献し  

別   
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た記事として，日本語辞典の編纂．口本譜学校の開艶現地教鼻への口本所指導専が  

見られる。  

＝1）口本がマラヤを相方計略の喪寧裏地と配れ独立を与えることはおろか永久風土化  

しょうとの惹恕を持っていたことを証左する資料が次のA．1l，C．1）である。A「第   

ニーt・五郵即改実施要軌仙2．d．27．弟25軍司令部）【－南方の軍軌二27軋が鵡米  

及「スマトラ」統治二関スル指示」（19d2．1l．9．窮25軍司令都）【一両方の軍政一：   

27軋C「大東亜政略指導大乱【19仏5．乱御前会談決定＝彗紬メモー：41化Ⅰ〕   

1943畔l】月5．6Elの両軋大東亜の各国代表がEl本の国会護帯党に参集し，「大衆壷  

会焉」を聞いた際，マラヤ，インドネシアは出腑できす，独立国としての放いを受け  

ていない。  

り2）「南方日本語教育方針」の内容は「南方諸地域工対スル甘本訴教育亜【1不買汽普及什・・  

口本票ヲ迦ジテFl本橋袖口本文化ノ捜適ヲ期スルト典こl：l本砺ヲ大酎軽ノ共通語グラ  

シメ国内諸民族ノ団結強化工背スル」【石肌1995：1帆 ＝］。  

（13）ド爪唾に於ける文教の概況J：235］及び」rマライ教育通軌：靡剖。  

（14）南方軍では，1944年3月「南方軍政摩監郡総務部提口河」で憫方「体誹教育方鍬1  

の内容の骨子とほぼ親なる方針を南方各米へ示達している［■相方の帯軌：32机  

（15）奥評を敵性語として排除する動きとともに，口本詔公用酬ヒの噂が日本願を覚えて  

ぉきたt】という要請を市民に引き起こしたことを小島腫戚も軋－ている［小島．1g77：  

B2－8軋  

（16）蕪史料ま摘方の占術地域の－■郡で現地罠藷の使用が推進されたことを■「供米の市制文  

化を速やかに排除するのが目的」だったと指摘している【嵐19耶：4榊］。  

（17）既存宗教の楳譜専業帆「第二十五経墨政粟施要綱」澗掲：282Jにも見られる。瑚  

政総監描示」にも「占節地統治二於ケル風俗習慣ノ噂庚」の項が示されている揃摘：  

296】。  

（l引［帯．t9g7二481］放び［Abu．TaLib＾tlamad，1995：1］。  

（l射【逓粗l矧：川2〕，【森札Ⅰ991：12仙【合札19gO：t92－193】。  

（20）セレぺス，ボルネオ，セラムの3地域のみについてである［佐組Ⅰ抽：24：批  

（21）「マラヤではマレ㌧一人のナショナリズム団体であるマレー肯隼連盟がl体のま配の  

協力団体となり，華人の民族主義思想は完全忙抑托され．インド人の地腹去脚」も  

マラヤの領土外であるインドにそらされ」た【軌1錮7：朋‖］。   

ほ2）［「占領後二於ケル「マライ」ノ初等赦軌：51】及び，1995．5・l．軋↓．‖・2G，佐々  

木輝久との薗筒インタビュー記事より作成。  

（23）膵呂弘「マライの日本語教育」【r円本軌第4巷10号，1g44：25丁。  

（24）佐々れ前掲記事。佐々木によれば，上級師範拙匝接酷が餅肌だっという。  

（25）【r日本軍占領下のシンガポール」：195t197］。  

92  

暴政下マラヤに打け引1本譜教育  

（26）釘本久蓉「繭の二H執【一円本軌折4巷12乳】Pdd：偵J。   

（27）1997・9t17・福原治夫とのインタビュー記覇，福剛保て。   

駆）現＃する教科♯の概要についてu筆者が所帯する教科書煩（複写分を含む）と【一婦  

二次大赦掛戦時糊の甘木語教屑牒係文献H軌．199礼r柵水知子御魔の水文学大字  

批u修二l二論丸19叫．胸獅り江不詳大字捏洞悟：価文，川圃の教科躊に関する資  

料から托倉的に判断した。マラヤの那槽供折と仲仕的不甜こついては【松永．冊G：  

77一叫参胤  

（2！け【rマライ教育帯帆二汎Il批ヌグリスンビラン州では佃軌小芋読本＝，り  

を英語及びマライ 訊こ鞠恥謄写のうえ小学柁に侃机卜けガ州では小芋読本雀  

1をlエぼ焉抵鮮1‾る者2加人という配群がある。  

【：ln）残存状腰やベラ州飛行の教科書に西谷がはとんど取り込まれていることから見て間  

柄を含むマラヤで熊も広く普及」た教科♯だと思わJlる。  

（川 軍政監郷国論学校輪唱吾読札の内容分析についてはレト汎柑7tニ29・軌ー宮  

脇，1畑：4卜5可に許しい。  

【：12）l成人m遜成‖本訴教本は下hr初等芋剛nニ楷教本博一，ニ，三）J－順  

学校月川悌儒教本（奄－，ニ三）一がある。   

（13）【勝臥朗鳩：241。  

（甜 以下帖丸1加：75－77】」＝り引几  

（：瑚 馴ほ却「f朋＃の旅Hマライ簡「r「休軌第4奄l号，1914：恥9tり。  

（ニ糊1g軋ニi・5・Mrs■Selva＝lanyとのインタビュー「．rrレーシアのベラ州イポーにてi  

（珊 冊5・l】・2爪，佐々木との鞘恥fンタビご⊥－配軋  

（こ嘲l佃・4・礼5・且l重・7・卸－シゲとの膏肺インタビュー記削り質札  

（二明 文部解団瞥酷膵官だった釘本久辞の雷説Irl＝休軌那巷5雪・．1州：机  
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ThcaimorthispaperistocomparearLdcontrastthecaseirlMaLayawiLhthalinthe  

（）仙er terr加l■ies or SoutheasIAsia on山eJapane覚】angllage educaliolluIl（】er【he  

］apaneseo⊂CUPa（ioIl（Ig41－d5）andd行ccIouratleJltiontothecaseiIIMa】ayawithillLhe  

franleWOrt（Of【hchisLoryoEJapaneseEangu21geeducation．  

Intheeal’1ypcrit）dM川tary＾dminislrationoftheJapaneseoccu囲tion．（heGlmSejkqml  
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Lration．however．iLShiftedtheeInPhasistoLheJat）arlCSeteaChingcoordinatedwiLhthc  

SPiriLuaItraini叩Of Hensef伽iku．In thelate peri‘）d Mi】itary＾dministratioIl．iL  

emphasizedmorconsLrengLhezlingJapaTltISelanguageeducaLi（】Elandprim31ryeducaLir川l．   

BuL at the鮎Ialstage of thelate period．ttle Gi用Seih7mbu shifted tn r（！t：LXi叩ils  

languagepolicy．becausethepc［］i亡y（hathstruCtOrSemPloyedn【llyJapaneseas呈l帖ICh，  

ing）anguagewasiJllp）emenLedtoDS（10n，SOLhatiLfaiIcd＿   

Forthereasonsstatedabove，theGunscjkL7mbLLp】ayedanlirlimaJroTeiTltheedLEC；lLio［）  

POlicy，Particularlyduringthcinith］andmiddrc pcriodsoftheJapaneseo⊂Cu［）Iltio11．Wc  

CatlCOnrirmthattheJapaneselangua即educatio］1p（）1iL：yinMahyaduTin父thelateperil）d  

WaSrrLOredirect】yin飢1eIICCdbylheJapaneselanguagecdltCalionpolicy（）ItheJapancsc  

govcrnmen［thanthatinLheothcrJapanc＄eterritories（）rSnutheasL＾sia．   

ThispolicyinMa】aya．howevcr，WaSenLire］ybasedon［hehDkzJHO（naLiona11arlgLla事こe）  
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